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あらまし：近年，その拡散力の高さから個人・団体による SNS を利用した商品・活動の宣伝が盛んにな
っている。一方で投稿内容によっては「ネット炎上」と言われる状況に陥るリスクもある．これを抑制す

る対策の 1つとして，ネガティブな投稿を行わないことを意識することがあげられる．このことから，色
の持つ効果と実体験から「アイコンの色によって投稿内容が変化するのではないか」という仮説を立てた．

本研究では日本において最もメジャーな SNSであるTwitterを例にとって，アイコンの色と投稿(リプライ)
の感情極性の相関関係についての分析を行い，相関性がみられるという結果を得た． 
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1. はじめに 

SNSアカウントの運営には，フォロワーの獲得や
ネット炎上回避のために，ネガティブな投稿を避け

る必要がある．また，色には見た人の感情を変化さ

せることや，統計的に好かれやすい色，好かれにく

い色があることが先行研究(1,2)によって示されてい

る．これらのことから，「アイコンの色によって投稿

およびそれに対するリプライの感情極性が変化する

のではないか」という仮説を立て，実際に相関があ

るのであれば，ネガティブな投稿を抑制する効果の

ある色を示すことで SNS の運営戦略に役立てられ
ると考えた． 
そこで本研究では，日本で最もユーザ数が多い

SNSと言える Twitterを例に，ユーザのアイコンの色
と投稿の感情極性を分析することで，それらの相関

関係の有無を明らかにすることを目的とする．類似

の研究として，Twitter のアイコンを 13 種のカテゴ
リに分類し各カテゴリに該当するユーザデータを

100 人ずつ収集し，ユーザ行動について分析した研
究があるが(3)，投稿内容について分析していないこ

とやカテゴリに該当するユーザの特性に偏りが生じ

ていることなどの課題が挙げられる．本研究では，

クラスタリングによってアイコンからメインカラー

と取り出し，それをあらかじめ用意した 36色に分類
し, それと全体に占めるポジティブな投稿(リプラ
イ)の割合を決定木，連関規則によって分析する． 

 
2. 研究手法 
2.1 データ収集 

Twitter API を用いてユーザのアイコン・ツイー
ト・他のユーザからのリプライ・フォロー数・フォ

ロワー数を取得する。サンプルユーザとして 1142
人分のデータを収集した． 
2.2 アイコン色の分類 

収集したアイコンのメインカラーを取り出すため，

クラスタリングを行う（図 1）．本研究では，Python
の scikit-learnを用いた K-means法によるクラスタリ
ングを行った．次に，取り出した色についてあらか

じめ用意した色に分類を行う．今回は，JIS 規格
S6028：2007に基づく水彩絵の具 36色とした．分類
は次のような手順で行う． 

1. dif=765(=255×3)とする． 
2. 各 RGB値の差，dif_r,dif_g,dif_bを算出する． 
3. 各 RGB値の差の合計を dif_sumとする．

(dif_sum=dif_r+dif_g+dif_b) 
4. dif_sumの平均値を dif_averageとする．

(dif_average=dif_sum/3) 
5. 「各 RGB値の差」と「差の平均値」の差の

合計値を dif_tmpとする． 
6. 36色と比較する過程で dif_tmpが difより小

さい場合には，dif=dif_tmpとする． 
7. すべての処理を終えた段階で difが持ってい

る値の色に分類する． 
 

 
図 1 アイコン色のクラスタリング・分類手順 

 
2.3 投稿（リプライ）の感情極性分析 

Pythonライブラリである asariを用いて，ユーザの
投稿および他ユーザからのリプライの感情極性を分

析する．投稿の positive または negative の判定に従
いそれぞれカウントを行い，すべての投稿に占める

positive 投稿の割合 tweet_positive_retio（リプライの
場合には同様の手順で reply_positive_retio）を求める． 
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2.4 入力データの作成 
収集したデータをもとに，screen_name（Twitter

における一意な名前），color（分類した 36色），twe
et_positive_retio，reply_positive_retioを列に持つ CSV
データを作成する． 
 
3. 分析と結果 

R Studio のライブラリ rpart を用いて決定木によ
る分析を行う．colorを従属変数とし，tweet_positive
_retio，reply_positive_retio を説明変数としたときの
分類木の結果を示す．complexity parameterの値（以
降 cp値と表記）は，0.002に設定した．その結果を
図 2に示す． 

 

 
図 2 colorを従属変数，cp = 0.002としたときの分

類木 
 

reply_positive_retio が根に近いブランチとして現
れたことがわかる．特に，0.956<=reply_positive_reti
o<0.964の範囲では burnt umber，それ以外の範囲で
は whiteの突出が目立った．特に，0.956<=reply_pos
itive_retio<0.964 の範囲では burnt umber，それ以外
の範囲では whiteの突出が目立った． 
次に, tweet_positive_retio を従属変数としたとき

の結果を図 3示す．cp値は 0とした． 
 

 
図 3 tweet_positive_retioを従属変数, cp = 0とした

ときの分類木 
 

このとき，根の分岐で 2つに分けられた色を，36
色の辞書データに着色を施して示した（なお，green，
viridianは出現しなかった）（図 4）．分類された色に

まとまりがあることが観察できる．白背景で示した

辞書データの色は，そうでない色に比べて tweet_po
sitive_retio の最大値および中央値が概ね高いことが
わかった． 

 

 
図 4 36色の辞書データに分類に基づく 

着色を施した図 
 
4. 考察 
決定木の結果から，tweet_positive_retio，reply_pos

itive_retio と colorとの間に相関関係がみられること
がわかった．特に，tweet_positive_retio を従属変数，
colorを説明変数とした際の結果から，色彩傾向が投
稿の感情極性に影響することが示され，yellow から
emerald green の範囲では投稿内容が positive になる
傾向があると考える． 
一方で，今回の分析に用いたデータでは color の

出現回数が不揃いであったことや，1142人のデータ
を 36色に振り分けた結果，1つのカテゴリにつき平
均 31 人程度しかデータを集められていないことに
なるなど，入力データの妥当性の検証が必要である

と考える． 
 

5. まとめ 
本論文では，SNSのアイコンの色と投稿（リプラ

イ）内容の関係に着目し，Twitter APIを用いたデー
タ収集を行い，決定木による相関性の有無について

の分析を行った．その結果，アイコンの色と投稿（リ

プライ）の感情極性に相関性があることが示された．

しかし，入力データが妥当なものであったかの検証

が必要であると考え、今後は color の色数を削減し
それぞれの色の出現数を揃えたデータでの分析を行

っていく． 
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